
 
　
�
「糖尿病のつどい」を開催�
テーマは「加齢に伴う糖尿病との付合い方」

　加齢に伴って変化する身体とともに、糖尿病との付合
い方も変わっていきます。より良い健康維持を目指して、
高齢者の糖尿病のこと、食事・運動のことを中心に話し
ます。各専門職の相談コーナーも設置します。
日時／11月12日（土）　午後１時～４時
場所／研修棟５階大講堂

 
　 児童虐待防止への理解を深めよう

　11月は児童虐待防止推進月間です。当院では、医師、
看護師、社会福祉士などで構成される「家族支援チーム」
が虐待の早期発見や事故の再発防止、育児支援を行うた
めさまざまな活動をしています。その活動の一環として、
今年もパンフレットなどを配布するイベントを行います。
　スペシャルゲストも登場しますので、参加してみませ
んか。
日時／11月17日（木）　午前11時～午後１時
場所／本館１階待合ホール

 
　 産業まつりで健康意識を高めよう

　今年も11月13日（日）の旭市産業まつりに出展します。
乳がん模型体験、内視鏡シミュレーター、子育て相談、
糖尿病予防啓発、認知症啓発などを予定しています。

 
　
�
糖尿病について考える�
ブルーライトアップイベントを実施

　毎年11月14日は世界糖尿病デー。今年も地域の建物
を、シンボルカラーの｢青｣にライトアップするイベント
を実施します。この機会に糖尿病予防への意識を高めま
しょう。
日時／11月12日（土）、14日（月）　午後５時～９時
場所／飯岡刑部岬展望館、旭市商工会館
※14日は病院本館北側の看板もライトアップします。
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　冬になると流行しやすい感染症に、インフルエンザ
やノロウイルス、乳幼児がかかりやすいＲＳウイルス
感染症があります。感染症から身を守るため、手洗い
やうがいなど日常生活での予防対策が不可欠です。感
染症に気を付けて今年の冬を乗り切りましょう。
どうして冬になると感染症が増えるの？
　私たちの周りには、目に見えない細菌やウイルス、
カビなどたくさんの微生物が存在しています。ウイル
スなどが体内に入り込み、繁殖することで引き起こさ
れるのが感染症です。特に冬になると気温や湿度が下
がり、ウイルスにとって最適な環境になります。
　空気が乾燥していると、せきやくしゃみの飛

ひ

沫
まつ

が小
さくなり、遠くまで飛びやすくなります。免疫力が低
下することや、体内の水分量も少なくなることが重な
り、ウイルス感染を起こしやすくなります。
まずは小まめな「手洗い」を
　予防に効果的なのは、なんといっても手洗いです。

帰宅時や調理の前後やトイレの後などは、石けんで小
まめな手洗いを心掛けましょう。
そのほかの対策／●マスクを使用する　●帰宅したら
うがいをする　 ●部屋の換気や、湿度管理に心掛る
●十分な睡眠とバランスの良い食事を心掛ける

　インフルエンザの予防には予防接種も有効です。ワ
クチンを接種することで重症化の予防になります。
　ノロウイルスは、嘔吐物や便の始末をしたときに石
けんで隅々まで手を洗い予防しましょう。食品からの
感染を防ぐために、食材のしっかりとした加熱や、調
理器具を清潔に保つように心掛けましょう。

　【健康管理課保健師】

健康ひろば
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冬の感染症に気をつけましょう
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